
顧客満足度があがる
製品開発技術

（QFD品質機能展開編）

技術問題解決手法
「TRIZ技術」

３次元公差解析を使用した
公差の最適化手法

機械設計者のための
公差設計技術

機械設計者のための
公差設計技術（応用編）

機械設計／製図作業に
従事し、さらに公差・
幾何公差を深めたい方に

お勧め

設計ツールを活用した
製品設計技術
（部品設計編）

機械製図実践
（手書き編）

機械加工を考慮した設計技術
（設計基準と加工基準）

機械設計技術者の
ための溶接技術

機械設計技術者のための力学

実習で学ぶ材料力学

ＣＡＥ構造解析による設計検証技術

品質工学（パラメータ設計）の実践技術（開発の効率化と品質向上）

公差を戦略的に
設定したい方にお勧め

サーフェスを活用した製品設計

設計ツールを活用した製品設計技術
（意匠サーフェス部品編）

ＣＡＥ構造解析分野に展開

機械製図  分野

機械設計（力学）分野

機械設計（２・３次元ＣＡＤ活用）分野

公差  幾何公差  分野

意匠  デザイン  分野

（機械設計/製図/CAE活用に記載）

（機械設計/製図/CAE活用に記載）

（機械設計/製図/CAE活用に記載）

機械の安全設計のポイント

製品の安全設計

（制御安全技術に記載）

機械の疲労寿命設計法（解析ツール活用編）

（製品企画/開発/デザインに記載）

３次元ＣＡＤを活用した筐体設計技術（熱解析編）

30

設計ツールを活用した
製品設計技術

（構想・組立設計編）

30

31

設計ツールを活用した
製品設計技術

（意匠サーフェス部品編）

３次元ツールを活用した機械設計実習
25

設計作業効率化のための設計環境の構築技術
（３次元カスタマイズ編） 31

CAE構造解析による
設計検証技術 32 27

サーフェスを活用した
製品設計

32

製品試作における造形手法と
設計技術（３Dプリンタ編）

機械の疲労寿命設計法
（解析ツール活用編）

３次元ＣＡＤを活用した
筐体設計技術（熱解析編）

設計作業の効率化を目指したい方にお勧め
（CADのカスタマイズを利用して）

３次元ツールを活用した
機械設計実習 25

設計プロセス実践
28

３次元による計画・構想設計
設計プロセスを習得したい方にお勧め

３次元ＣＡＤによる計画・構想設計
設計プロセスを習得したい方にお勧め

（製品企画/開発/デザインに記載）

（製品企画/開発/デザインに記載）

設計ツールを活用した
製品設計技術
（部品設計編） 3130

機械製図実践
（手書き編）

32

機械設計／製図作業に
従事し、さらに設計ツール

の習得・活用を
目指したい方にお勧め

次 よ 計 構想設

実践機械設計技術
（２次元設計） 29

鋳造・ダイカスト
シミュレーション技術 33

機械設計技術者のための力学
（熱力学・流体力学編） 29

製
品
企
画
／
開
発
／
デ
ザ
イ
ン

機
械
設
計
／
製
図
／
Ｃ
Ａ
Ｅ
活
用

機械設計者のための３次元
測定技術（幾何公差編） 27

New

27

ビジネスにつなげる
マーケティング実践技術 28

26 26

27

機械の疲労寿命設計法
（解析ツール活用編）

30

31

31
27

30

32

28

29

29

32 27

31

32

25

25

26

5857

New

○の中の数字は、各コース内容のページです。

機械設計技術者のための力学
（熱力学・流体力学編） 29

設計・開発段階におけるFMEA・FTAの活用法
（信頼性の向上と品質の改善） 26

幾何公差と位置度公差方式の
解釈と活用実習

製品企画  開発  分野

31

5

コース体系 体系的に受講する事により技能・技術の
更なる向上が図れます。



プラスチック射出成形
部品設計

New

New

成
形
／
金
型

測
定
技
術

機
械
加
工
技
術

Ｎ
Ｃ
加
工
技
術

溶
接
・
板
金
加
工
技
術

旋盤のテクニック
33 34

34

実践旋盤加工技術
（営業・事務職編）

35

旋盤加工技術
（技能トライアル編）

ＮＣ旋盤技術
(プログラム～加工編)

36

切削加工における
コストダウンと利益改善

マシニングセンタ技術
(プログラム～加工編)

36

カスタムマクロ実践技術

フライス盤のテクニック
34

実践フライス盤加工技術
（営業・事務職編）

35

フライス盤加工技術
（技能トライアル編）

33

鋳造・ダイカスト
シミュレーション技術

33

切削加工の
トラブルシューティング

35

35

半自動アーク溶接実践技術
（各種姿勢編）

37

TIG溶接実践技術
（アルミニウム合金板材編）

38

TIG溶接実践技術
（ステンレス鋼板材編）

37

被覆アーク溶接実践技術
（各種姿勢溶接）

37

低温溶接（ろう付け）
技能クリニック

38

スポット溶接施工技術
38

36

36

37

機械設計技術者のための
溶接技術

38

測定・検査技術
42

３次元測定技術
（汎用測定編）

42

高精度形状測定技術
41

製品設計のための成形加工技術
（金属プレス加工編）

33

測定データの活用技術
(QC編)

42

機械設計者のための
３次元測定技術
（幾何公差編） 42

プレスブレーキによる
曲げ加工実践

難削材の切削加工技術

工具研削実践技術
34

（機械設計／製図／CAE活用）に記載）

旋　　盤

ＮＣ旋盤

マシニングセンタ

フライス盤

切 削 加 工 工具研削

6
● 当センターでは、ものづくり分野の訓練を中心としたコースを実施しております。



（電子回路技術に記載）

New

New

New

New

New

油
空
圧
技
術

材
料
利
用
技
術

機
械
保
全

自
動
化
技
術

生
産
計
画
／
生
産
管
理

空気圧機器の選定技術
57

（空気圧制御技術に記載）

空気圧設備の保全と
省エネルギー対策 57

（空気圧制御技術に記載）

自動化技術（自動組立／
ライン構築・メカニズム編）

41

PLCラダープログラミングの定石
（現場実践技術者が教える）

機械保全実践技術
(事例・解決編) 43

41

振動法による
状態監視保全の最適化

生産現場の
機械保全実務 43

43

機械保全実践技術
  （伝動装置・分解組立調整編）　

破壊事例に学ぶ：疲労強度設計
－損傷・疲労破壊の原因と対策－ 44

43

44

設備管理システムの構築と
設備管理技術標準の策定

製造技術者のための
油圧実践技術

39

油圧機器メンテナンス（バルブ・シリンダ編）
39

油圧機器メンテナンス（ポンプ編）
39

各種材料の熱処理実践技術
41

金属材料の加工特性と
切削加工現場の生産性

40

鋳造・ダイカスト
シミュレーション技術

33

ものづくり生産現場システムや
生産工程問題点の発見と

改善手法検証

ムダ取りを徹底して業務改善
（改善マインドをもった人材の育成）

生産性向上を目指した生産管理

46

製造業における実践的生産管理
（改善マインドをもった人材の育成）

営業活動と連動した戦略的生産管理
（改善マインドをもった人材の育成）

45

製造現場における
コスト低減のための原価管理
（改善マインドをもった人材の育成）

46

工場実験の手法
「データ採取とデータ解析」

製造業における
コスト原単位の捉え方と活用

製造現場における
問題発見・改善のステップ

47

ものづくりに活用できる
実践作業改善

48

製造業におけるセル生産の活用
「多品種小ロット生産自由自在」

47

生産性を上げる作業指示
「現場管理者のものづくり」

48

生産改善を成功させるための
技術報告書の作成

作業者が作る
「実用作業標準」

48

製造現場で活用する
コーチング手法

49

職場に活かす
「コミュニケーション能力の育成」

49

製造現場に活かす
カウンセリングマインド

49

48

47 47

鉛フリー手はんだ付け作業の
品質管理技術 70

在庫管理精度99.99％を
目指した在庫削減の進め方

（改善マインドをもった人材の育成）46

45 45

46

（油空圧技術に記載）

（機械設計／製図／ＣＡＥ活用に記載）

油圧機器メンテナンス
（バルブ・シリンダ編）39

（油空圧技術に記載）

油圧機器メンテナンス
（ポンプ編） 39

（油空圧技術に記載）

空気圧機器の保全
40

油圧回路の最適設計
39

空気圧回路設計
40

空気圧機器の保全
40

製造技術者のための
空気圧実践技術

40

New

○の中の数字は、各コース内容のページです。
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有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス

技

術

モ
ー
タ
制
御
技
術

Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御
技
術

電
気
系

保
全
技
術

空気圧機器の選定技術
57

機械の電気保全
56

機械の安全設計のポイント
（機械設計編）

機械の安全設計のポイント
（制御設計編） 58

57

PLC実践的制御技術
（オムロン編） 55

空気圧設備の保全と
省エネルギー対策 57

低圧配電機器選定と保護協調 59

50

モータの特性評価と選定技術 51

有接点シーケンス制御の
実践技術 50

制御盤設計・製作技術
（リレーシーケンス編） 50

有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務 51

配電制御機器選定と
省エネルギー対策

PLC実践的制御技術
（三菱FX編１） 54

PLC実践的制御技術
（三菱FX編２） 54

PLC実践的制御技術
（キーエンス編１） 55

56

PLC実践的制御技術
（キーエンス編２）

PLCによる数値演算処理技術
（オムロン編） 55

55

産業用ロボット
シミュレーション活用技術 56

FAシステム
シミュレーション活用技術

ＰＬＣによる自動化制御技術
（三菱Ｑ編） 51

PLCによる数値演算処理技術
（三菱Ｑ編） 52

生産現場におけるＰＬＣによる位置
決め制御（位置決めユニット編）52 54

ＰＬＣ制御における実践的
インバータ制御技術 53

タッチパネルを活用した
ＦＡライン管理 52

通信によるＰＬＣ制御システム
の構築 53

タッチパネルを活用した
FAライン管理（デジタル編） 52

ＰＬＣによるネットワーク
構築技術 53

53

54

58

ST言語によるＰＬＣ制御技術

C言語によるＰＬＣ制御技術

ＰＬＣによるＰＩＤ制御

（フィードバック制御技術に記載）

生産現場におけるＰＬＣによる位置決め
制御（モーションコントローラ編）

有接点シーケンス制御による
電動機制御の実務 51

（モータ制御技術に記載）

（低圧電気設備技術に記載）

制
御
機
器

選
定
技
術

空
気
圧

制
御
技
術

制　
　

御

安
全
技
術

8
● コースの詳細等は、当センターホームページでご覧いただけます。



New

建
築
設
備
技
術

電
子
回
路
技
術

鉛フリーはんだ付け技術
70

鉛フリー手はんだ付け作業の
品質管理技術 70

ディジタル回路設計技術
66

ディジタル回路設計技術
（機能設計編） 66

VHDLによる
LSI（FPGA)開発技術 67

アナログ受動回路の設計・
評価技術（RLC回路編） 63

アナログ回路の設計・評価技術
（ダイオード・トランジスタ編）

回路解析による
トランジスタ回路設計と製作 64

回路解析によるトランジスタ
回路設計（パワーアンプ設計編）64

電子回路による
ＤＣモータ制御技術 65

回路解析による
オペアンプ回路設計と製作 65

オペアンプ回路の解析と設計
64

63

計装制御における
オペアンプ活用技術 65

センサ回路の設計と評価の
実践技術 65

64

アナログ回路の設計・評価技術
（ＦＥＴ編） 63

回路設計支援ツールによる
FET回路設計と実評価

HDLテスト
ベンチ設計手法

67

実践プリント基板設計
製作技術 68

ノイズ対策・ＥＭＣ設計の
ための電磁気学 68

高周波シミュレータで学ぶ
スミスチャート活用技術 69

GHz時代の高周波回路
設計技術 69

伝送線路ノイズ対策
68

アナログ・ディジタル混在回路
におけるノイズ対策技術 69

プリント基板における
高速伝送線路設計手法 68

電子回路から
発生するノイズ対策 69

Verilog-HDLによる
LSI（FPGA)開発技術 6766

66

C言語による
LSI（FPGA)設計技術 67

低圧電気設備の機器選定技術
59

低圧電気設備の保守点検技術
59

低圧配電機器選定と保護協調
59

自家用電気工作物の
高圧機器技術 59

自家用電気工作物の
保守点検技術 60

保護継電器の評価と保護協調
60

電気設備の設計技術
60

実践建築製図作成技術
（２次元ＣＡＤ） 61

空調設備機器の保守技術
61

空調設備の熱負荷計算
61

空調設備の省エネルギー対策
61

省エネルギーのための
電気管理 62

計測・検証による
省エネルギーシミュレーション

電気設備の省エネルギー
設計技術（照明設備編）

太陽光発電システムの
施工と検証 62

現場における太陽光発電システム
の保守とメンテナンス技術 62

62

63

（Linux組込み・制御関連技術に記載）

※昨年度セミナー「実用アナログ
回路の設計・評価技術（ダイ
オード・トランジスタ編）」と同
様の内容です。

※昨年度セミナー「実用アナログ
回路の設計・評価技術（RLC
編）」と同様の内容です。

低圧電気設備技術

高圧電気設備技術

電気工事施工管理技術

空調設備技術

環境・省エネルギー技術

（Li 組込み 制御関連技術に記載）

画
像
処
理
技
術

自動化設備における
画像処理技術（キーエンス編）

実習で学ぶ
画像処理・認識技術

76

58

58

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

制
御
技
術

ＰＬＣによるＰＩＤ制御

New

New

○の中の数字は、各コース内容のページです。
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New

○の中の数字は、各コース内容のページです。

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
組
込
み
・
制
御
関
連
技
術

C
言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
マ
イ
コ
ン
制
御
関
連
技
術

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
、
A
n
d
r
o
i
d
関
連
技
術

72

組込み技術者のためのCプログラミング
（配列・関数編）

65

電子回路による
DCモータ制御技術

（電子回路技術に記載）

72

組込み技術者のためのCプログラミング
（ポインタ・構造体編）

72

73

73

組込み技術者のための
Cプログラミング（I/O制御編）

72

73

74

組込みシステム開発
（プログラミング実践編）

Linuxによる組込みシステム開発
(ARM編)

Linuxによる組込みシステム開発
(SH編)

75

76

組込みLinuxによる
ネットワークプログラミング技術

Linuxによる組込みシステム開発
(Raspberry Pi編)

組込みLinuxシステム開発
（システムコール編）

実習で学ぶ画像処理・認識技術

マイコン制御システム開発技術
(Raspberry Pi編)

Linuxデバイスドライバ開発技術
(Raspberry Pi編)

New

New

76

リアルタイムLinuxによる制御技術
(Raspberry Pi編)

New

80

80

79

製造データのシステム化技術
(ＶＢによるＤＢプログラム開発)

計測・制御における
ソケットインターフェース
実践技術（VB編）

Webを活用した
生産支援システム構築技術

（VBによるWebプログラム開発）

Webを活用した
生産支援システム構築技術

（JavaによるWebプログラム開発）  

Webを活用した
生産支援システム構築技術

（PHPによるＷｅｂプログラム開発）

Webを活用した
生産支援システム構築技術

（JavaScriptによるＷｅｂプログラム開発）   

計測・制御における
ソケットインターフェース
実践技術（C#編）

計測・制御における
ソケットインターフェース
実践技術（Java編）

79

78

78

77

電気・機械技術者のための
計測・制御実践技術

（プログラム開発編）〈VB編〉

電気・機械技術者のための
計測・制御実践技術
（GUI開発編）〈VB編〉

電気・機械技術者のための
計測・制御実践技術
（GUI開発編）〈C#編〉

77

77

電気・機械技術者のための
計測・制御実践技術

（プログラム開発編）〈C#編〉

電気・機械技術者のための
計測・制御実践技術

（プログラム開発編）〈Java編〉

80

通信システム構築及び

機器開発のためのIPv6

プロトコル仕様

製造現場における

ＬＡＮ活用技術(Ｌ３スイッチ

中心のネットワーク構成)

オープンソース携帯

OS活用技術

(Androidアプリ開発)

81

81

79

79

78

80

スマートデバイスによる

PLC制御技術

81

New

μITRONによる組込み制御技術

（NORTi編）

μITRONによるユビキタス機器

設計技術（TOPPERS編）

USB機器開発技術

μITRONによる組込み制御技術

（TOPPERS編）

74

組込みプログラム

単体テスト実践コース

74

74

75

75

76

75

76

組込みシステム開発

プロジェクトマネジメント

ブラシレスDCモータ制御のためのマイコン実践技術

（ホールセンサ制御編) 71

71
実践パワーデバイス活用技術

70

小型化・高効率化のためのDC-DC回路設計実践技術

電力用インバータ回路の設計と応用技術

71

10
● 今後も新たにコースを構築しましたらホームページで公開させていただきます。


